
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 地方連携推進室から 
・ 外交実務研修員からの寄稿（加藤外交実務研修員） 
 
・外交専門誌『外交』Vol.64の発売 

 陶器が結び付けた絆－佐賀県有田町と 
ドイツ連邦共和国マイセン市の交流－ 

宮崎県の国際交流について 
－ブラジル宮崎県人会を通じた交流－（宮崎県） 

 

 第1４２号 令和2年12月１日 

外務省地方連携推進室 

外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

詳細 

詳細 詳細 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は1月４日の予定です。グローカル通信
に是非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は，gaimu-renkei@mofa.go.jp 

詳細 

 ～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 

   グローカル通信１２月号 

コロナ禍におけるホストタウン交流 
～遠く離れていても、心は海を越えて～（神奈川県・藤沢市）  

藤 
沢市は神奈川県とともに東京大会のホストタウンとして
事前キャンプの受入れを予定しています。今回は、ホスト
タウン相手国のうち、エルサルバドルの在日大使館から
藤沢市内の医療従事者に対する同国特産のコーヒーの

寄贈と、ポルトガルのパラスポーツ選手等と市内中学生の間で行われ
たオンライン交流の様子をお伝えします。 

詳細 

宮崎県農業青年ブラジル国派遣研修事業 
３５回記念式典 

ブラジル宮崎県人会７０周年記念式典 

駐日エルサルバドル大使から 
神奈川県と藤沢市に対し、コーヒーの寄贈 

ポルトガルのパラアスリートと 
藤沢市中学生とのオンライン交流 

7人の陶人が当時の東ドイツ（ドレスデン）を訪問 

マイセン市ワイン祭りのパレードに参加し、皿踊りを披露 

マイセン市内での交流の様子 

ブ 
ラジル宮崎県人会は、ブラジルに移住した宮崎県出身
者とその家族で構成されており、令和元年に設立７０周
年を迎えました。 
 宮崎県は、ふるさとを遠く離れても、宮崎を想い、ブラ

ジルとの懸け橋として尽力される県人会を通じ、長年にわたるブラジ
ルとの交流を行っています。留学生や農業青年の派遣・交流事業を
行い、若い世代の人的交流にも力を入れてきました。 

佐 
賀県有田町は、日本で初めて磁
器陶器が焼かれた町であり、古
くから磁器生産の町として広く
知られています。また、ドイツ連

邦共和国のマイセン市もまたヨーロッパ磁器
発祥の地として名を馳せています。この二つ
の「陶都」が海を越えて姉妹都市として交流
をもつきっかけになったのは、１７世紀中頃に
ヨーロッパに輸出されていた古い有田磁器の
存在でした。 

詳細 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.contact.mofa.go.jp/mailmagazine/glocal/create.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000019.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003221.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000021.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001201.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/pr/gaikou/vol64.html


「ひろしまブランドショップTAU」 
                    （広島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★地方連携推進室ツイート・ザ・べスト★ 
（期間：１０/16～１１/15) 

詳細 

詳細 

詳細 

令 
和元年8月にインドネシアのチカル高校と海外姉妹校提
携を結んだ広島県立五日市高等学校。新型コロナウイル
スの世界的感染拡大の影響のため往来が叶わない中、
両校生徒間でオンラインによる「合同探求プロジェクト」

が実施されました。 
テーマは“コロナによってどのように生活が変化したか”。この探求テー
マを「経済」「医療」「教育」「観光」の４つの分野に分け、グループ毎
に定期的にオンラインで意見交換が重ねられました。オンラインで伝統
食を同時調理し味わうという斬新な試みもあるなど、充実した交流が
展開されたようです。早速、その様子を見て参りましょう。 

Meetでのオンライン会議中の画面 広島県教育委員会教育長室で実際に接続 

伝統的な鰹節製法を視察する外交団 

日本橋ふくしま館 MIDETTE 

「ふくしまの今」を発信中です。昨今のコロナ禍において、オンラインイベントに 

平 
 

成２６年に日本橋にオープンした「日本橋ふくしま館MIDETTE（ミデッテ）」。 

首都圏情報発信拠点として、福島県の魅力、東日本大震災から復興に向かう 

挑戦するなど、県産品消費拡大に 繋げる工夫も様々に展開されています！ 

工芸品コーナー 

 

 

 

 
   「日本橋ふくしま館  
      MIDETTE 」 
             （福島県） 

   アンテナショップ紹介 
             Vol.14 

地方視察ツアーミニコラム -キラリと光る地域の魅力- 
       和食文化を支える鰹節が香る町 in 静岡県 

        新たな交流の形 －オンラインの扉－ 
Meetを使用したオンライン国際交流（広島県立五日市高等学校） 

魅 
せられる青の世界！今回は杉並
区で開催されている「ウズベキス
タンの文化の魅力」写真展を紹
介するツイートに最も着目が集ま

りました。 
杉並区は東京2020大会におけるウズベキス
タンのホストタウン。観光名所のみならず、市民
の生活風景や表情までもが切り取られた写真
展。同国との将来に向けた交流機運がより高
まっていくことに期待です！ 

Twitter／＠LocalMofa 
 

 

静 
岡県焼津市は、日本有
数の鰹節の産地です。
市内には、いくつもの
鰹節メーカーがあり、

外交団の視察ツアーでは、そのうち
の一つである新丸正を訪問しまし
た。同社は、伝統的な製法を伝承す
る一方、海外に向けた鰹節の販売に
も積極的です。近年和食への関心も
高まっていますが、それを支える鰹節
にも注目が集まります。 

【#HostTown】#SuginamiCity gives a 
good chance to know the culture of 
#Uzbekistan    through photos of     
Samarkand blue at Ogikubo TownSeven 
& Rumine Ogikubo！  @EmbassyUzJp 
@CentralAsiaplsJ  
#杉並区 @suginami_koho で写真展『ウズ
ベキスタンの文化の魅力』が開催中！ 色鮮や
かな写真に思わず 

詳細 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page24_001196.html
https://twitter.com/LocalMofa/status/1326804518491746304
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page23_003123.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page26_000022.html

